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P−071Determination
　of 　a　novel 　heterocyclic　amine ，　ABAQ ，

in　food
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5・amino −6−hydroxy−8H −benzo［6，7］azepino ［5，
4

，
3−de］quinolin−

7−one （ABAQ ）is　 a　 novel 　mutagen ，　produced 　by　the　Maillard
reaction 　between　glucose　and 　L−tryptophan　at　physiological
condition ，37QC　and 　pH 　7．4．　Therefbre，　there　is　a　possibility　that

ABAQ 　is　produced　during　cook 　or　preservation　of 　fbods．　In　this
study ，　we 　analyzedABAQ 　in　feods　to　reveal 　the　exposure 　toward
ABAQ 　yia 　foods．
Noodles，　fbods　made 　from　soy

，
　and 　so　on 　were 　extracted 　with

methanol 　and 　purified　with 　an 　ODS 　pressuエe　column ．　ABAQ 　in
f（）ods 　was 　analyzed 　with 　liquid　chromatograph −mass
spectromet 「y．
ABAQ 　was 　detected　in　80％ buckweat　noodle 　at　62　pg！g　offbod ．

It　is　known 　that　buckwheat　has　L・tryptophan　and 　that　glucose　is

produeed　by　a−glucosidase　during　making 　buckwheat　noodles ．　It
is　suggested 　that　ABAQ 　was 　produced　by　the　reaction 　between

glucose　and 　L ・tryptophan　in　buckwheat 　noodle ，

食品中の 新規ヘ テ ロ サ イクリ ッ ク ア ミ ン ABAQ の 分

析
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　新 規 遺 伝 毒性 物 質 5−amino −6−hydroxy −8H−benzo［6．7］
azepino ［5，4，3−de］quinolin−7−Qne （ABAQ ）は glucose　と

L−tryptophan の メ イ ラ
ード反 応 モ デ ル 系 に お い て 37℃ 、

pH7 ．4 の 温和 な条件下 で 生成する こ とか ら、食品の 調理 あ

る い は保存過程 で、ABAQ が生 成 して い る 可能性が 考え ら

れ る。食品を介 した ABAQ に対す る ヒ トの 経口曝露を明ら

か に す る こ と を 目的と して 、食品を対象 と した ABAQ の 分

析 を行 っ た 。
　麺類や 豆 製品な どを methanel で 抽出 し 、 得 られ た抽出物

を ODS 中圧 カ ラ ム で 精製 した 。高速液体 ク ロ マ トグ ラ フ ー

質量分 析計 を用 い て食品 中の ABAQ を分 析 した。

　分 析 を行 っ た 二 八 そ ば 中か ら 62pg ！g　of 　fbodの ABAQ を

検出 した 。 そ ば に は L −tryptophan が 多 く含まれ て い る こ と

が 知 ら れて い る。また、製麺 過 程 に お い て そ ば に 含 まれ る

α
一glucosidaseに よ っ て 、　g艮ucose が生 成す る こ とが 知 られ

てお り、そ ば 中 の glucoseと L−tryptophan との 反 応 で ABAQ
が 生 成 した可能性が 示唆 され た 。
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1b　veri 取 血e　usefUlness 　ofPIGRET 　assay 　as 伽 ’γ o 　sho 貰一te 

genotoxicity　test，　 an 　interlaboratory　validation 　tr孟a正　was

conducted 　in　Japan 　fbr　24　 chemicals ，　 which 　 were 　previously
assessed 　by　the　USA 　group　using 　standard 　P ’gLo　assays ，　TWenty −

three　chemicals 　exhibited 　equivalent 　results 　between　the　two
assay 　 systems ，　although 　PIGRET 　assay 　requires 　only 　a 　week

after　the　treatments，　This　result 血dicates　that　PIGRET 　assay 　is
use 飢 fbr　sho 貰一term　genotoxicity　test．
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　幼若赤血 球 を標的 と した Pig−a ア ッ セ イ で ある PIGRET

法の 短 期 試験 と して の 有 用 性 を明 らか に す る た め に，従 来

の Pig−a ア ッ セ イ に よ り米国 で 先行評価 さ れ た 24 化合物 に

つ い て PIGRET 法 を実施 した．そ の 結果 23 化合物に お い

て ，PIGRET 法で は，米国 で 実 施 され た従 来 法 に よ る先 行

試験 と同等の 結果が単回投与 の 1 週間後で 得 られ る こ とが

明 らか に な っ た ．こ の 結 果 は ，PIGRET 法 の ’η v’vo 遺伝毒

性短期 試験 と して の 有用 性 を示 す もの で あ る，
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